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１．はじめに  

平成 28 年熊本地震（以下，熊本地震）では多くの農地・農業用施設が被災し，その後
の営農に大きな被害を与えた。地震発生後の地中の状態を把握することは，適切な復旧方

法の提示や地震による被害発生メカニズムの解明に寄与できる。本報では，熊本地震にお

いて，海沿いの干拓地に立地し噴砂が発生したビニールハウスにおいて，電気探査および

電磁探査により地中の比抵抗分布の推定を行ったので，その結果 1）を報告する。  

２．調査地概要  

調査は熊本県玉名市の干拓地内のビニールハウスで行った。施設は堤防から近く，横に

水路が位置する（図 1）。地震発生時はトマトが作付けされており，気象庁の推計震度では
震度 6 弱が推定された。地震後，砂を含み電気伝導が高い泥水が施設内に噴出し，地震後
の調査でも土壌の電気伝導度や塩素イオン濃度は高かった 2)。なお，測線後半（写真 1 の
奥側）では電気伝導度の高い地下水の水位が高いことが調査前から確認されていた。  
３．調査方法  

噴砂が確認されたビニールハウス内で電気探査お

よび電磁探査を実施した。電気探査（応用地質社製

Profiler4）は，ビニールハウス内の平行する 3 測線（写
真 1）で電極間隔 0.5 ｍ，測線長 24.5 m で電極を設置
し，2 極法で測定した。電磁探査（Geonics 社製 EM38）
は 2 ｍ間隔で測定を行い，電磁探査測線の 10 m 地点
を電気探査測線の始点とした。また，ビニールハウス

と平行して流れる施設横の水路からの浸水が想定さ

れたため，ビニールハウスと水路との間の道路脇で，

電極間隔 1 ｍ，測線長 99 ｍの電気探査を行った。  

４．解析結果  
ビニールハウス内での電気探査の結果（図 2）では，

深度 1 m まで相対的に比抵抗が高く，深度 1 m から深
部に行くほど比抵抗が低くなった。深度 3 m 程度では
測線の前半部分（0～12m）と比べて後半部分（12～
24.5m）の比抵抗が低く，測線後半の地下水位が高い
ことと同様な傾向を示した。電気伝導度の高い地下水

の水位が高いと，噴砂が起こった場合には塩害が発生
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する恐れがあることから，電気探査によって塩害リスクの高い個所を推定できる可能性が

示唆された。電磁探査による各測線の電気伝導度（図 3）は，V1，V0.5，H1，H0.5 モード
の順に深い情報を反映している。測線 3 の 8 m 地点で V1.0 m モードで－500 と異常値を検
出した（図 3c）。後日，該当箇所を掘削したところ鉄管が確認され，その影響により探査結
果が異常値を示したと推測された。測線後半で相対的に高伝導度を示し，水路側に位置す

る測線１の深い箇所で相対的に高伝気電導度を示した。全体的に高い値を示し，ビニール

ハウスの金属製支柱の影響が考えられるが，相対的な値の違いから，土壌の電気伝導度の

傾向把握が可能と考えられた。簡易に測定できる電磁探査でも電気探査の結果と同様の結

果が得られ，塩害リスクの高い個所を簡易に推定できた。ビニールハウス脇の道路沿いの

電気探査結果（図 4）では，20 Ωm 程度の低比抵抗領域が，ビニールハウス後半（30～50m）
で若干浅くなり，ビニールハウス北側の 54 m 付近では 10Ωm 以下の低比抵抗領域が深度 2 
ｍまで浅くなっていた。ビニールハウス内の電気探査の結果と合わせると，水路由来の電

気伝導度の高い水がビニールハウスの北側から浸入している可能性が考えられた。  
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図 2 ビニールハウス内電気探査結果

Fig.2 Results of resistivity survey in the house 
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図 3 ビニールハウス内電磁探査結果  
Fig.3 Results of EM survey in the house  
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図 4 道路沿い電気探査結果  
Fig.4 Results of resistivity survey along the road 
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